
■講演「20世紀大阪　都市化の空間文化誌」　
加藤政洋さん（立命館大学文学部准教授） 
周縁からひも解く近代大阪／近代の都市拡大のモデル化／中心性も
帯びる都市の周縁／「大大阪新開地風景」に見る新開地の空間文化
誌／中心的かつ周縁的な空間性のダイナミズム
◆主要掲載図版　石川榮耀による近代都市のモデル／シカゴ学派提唱した都市

モデルと城下町都市の拡大モデル　
■トーク・セッション〈ダイジェスト〉
「100年余にわたる都市の広がりとその先は ?

消えたもの残されたものから…」　
●「都市化の進展のなか、今も失われつつある貴重な建物」　

酒井一光さん（大阪歴史博物館学芸員）
◆主要掲載図版　「建築と社会」( 第15輯第8号、1932年 ) 表紙

●「大阪東成・生野の100年〜御幸通商店街の変化を中心として」　
吉田友彦さん（立命館大学政策科学部教授）
◆主要掲載図版　「御幸通商店街の形成過程」

●「消えたもの、残されたものから、未来への光を考える」　
語り手：酒井一光さん・吉田友彦さん　聞き手：弘本由香里　
まちの全体像を体感することの意味／都市周縁でのモダン建築とそ
の源泉／”縮小の時代”への岐路から未来へ　
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「上町台地 今昔フォーラム Document」

■江戸時代の二人の眼差しを手掛かりに
「名所案内記」とともに「遠足」に出発  NEXT21
白縁斎梅好（1737-1802）『絵本名物浪花のながめ』／暁鐘成（1793-
1861）『摂津名所図大成』

■伊勢神宮への参詣道、暗峠・奈良街道の出発点
ここは昔の旅の起点の地
東雲稲荷神社（玉造稲荷神社分社）
◆主要掲載図版　暗峠・奈良街道の道標

■上町台地の水資源―豊富な伏流水と井戸
越中井   台地の水を考える

■上町台地から見る東の山並み
「かつての展望は菜の花一色」
玉造稲荷神社　ゲスト：鈴木伸廣さん（玉造稲荷神社禰宜）
＜玉造の景観〜畑地と梅林〜＞　＜斜めならざる山並み＞
◆主要掲載図版　『摂津名所図会』描かれた「豊津稲荷社」

■真田の出丸の伝承が残る丘陵地
狐穴か、真田の抜け穴か、伝承の地に立つ勇将の像　三光神社

■江戸時代は眺望の名所として知られた宰相山
■墓碑が立ち並ぶ慰霊空間へ

平和への祈りと鎮魂の思いを胸に　旧真田山陸軍墓地
吉岡 武さん（公益財団法人真田山陸軍墓地維持会 常務理事）

■寺院が密集する寺町は、江戸時代の周遊ポイント
台地の上の寺町へ／札所めぐりは「行楽」の一種
興徳寺（小橋寺町）

■都市の中の札所を巡り、名所を訪ねる
城南寺町を通り／中寺町を進み

■眺望の名所から「なにわのながめ」に思いを馳せる
「幕末の大坂を心の中で一覧」　高津宮
ゲスト：小谷真功さん（高津宮宮司）
＜なにわのながめ1、2＞
◆主要掲載図版　「浪花百景」より「高津宮」芳瀧画／『浪華の賑ひ』の「高津」

■コレクション・トーク〈講演ダイジェスト〉
「憧れの百貨店・商店街と大阪の都市居住文化」　
橋爪節也さん（大阪大学総合博物館 館長） 
○自分の記憶を大事にして、そこに一度立ち返る

既成のイメージを越えて、大阪の街を捉え直す／「法事」としての、モダ
ン心斎橋の展覧会／ここは江戸期からの文化の街

○心斎橋界隈に生まれたモダン回廊を周遊する
昭和２年の「心斎橋筋案内」をたどっていくと！？／「梅田−大丸（？）間
の地下鉄開通記念／大大阪の中心は大丸の心斎橋筋側の角？／百貨
店は地域における文化啓蒙活動拠点だった／そごうは「なにわ遊覧百
貨店」／そごうの「飛躍」の像は商神メリクリウスか？／高島屋は心斎橋
から長堀橋、さらに南海高島屋へ

○心ぶら気分で商店街をひとめぐり
既成のイメージを越えて、大阪の街を捉え直す／「法事」としての、モダ
ン心斎橋の展覧会／ここは江戸期からの文化の街
織田作之助が“大阪の故郷”と呼んだ汁屋／「丹平ハウス、をぐらやビ
ルは美術と文芸の拠点／焼け野原になってしまったモダンシティ大阪
◆主要掲載図版　雑誌「道頓堀」第18号／心斎橋筋案内／鉄橋心斎橋の立版

古／梅田—大丸 地下鉄開通記念メリーゴーラウンド／大丸 
全館完成店内ご案内／そごう大阪店 新築開店新聞広告／「滑
稽漫画 大阪見物」絵はがき 千葉かずのぶ作画／心斎橋筋案
内に描かれた心斎橋筋商店街

■質疑 & 持ち寄りトーク
◎梅田のそごうパーラーについて  〈後日談〉

■レクチャー１〈ダイジェスト〉
「大阪・上町台地と鶴橋・猪飼野の風土」　
足代健二郎さん（猪飼野探訪会） 
鶴橋・猪飼野の原風景とは／耕地整理により様変わりする風景／人
材の豊かさと猪飼野学の可能性
◆主要掲載図版　浪華名所図「猪飼野」

■レクチャー２〈ダイジェスト〉
「堤楢次郎の作品と足跡をたどる」　
小野 賢一さん（猪飼野探訪会） 
50年にわたり描かれた記録画／楢次郎さんが残した百年前の大阪市
内風景／楢次郎さんが残した百年前の大阪市内風景
◆主要掲載図版　堤楢次郎さんが描いたスケッチ（大川町界隈・東横堀・城東線

沿い・平野川・東成郡鶴橋町の北端・猫間川筋）　
■クロス・トーク〈ダイジェスト〉
「画業と作品に宿るメッセージを読み解く」　
明尾圭造さん・加藤政洋さん・足代健二郎さん・小野賢一さん 
司会　弘本由香里（CEL) 
●「堤楢次郎とは、どんな画家だったのか」　

明尾 圭造さん（大阪商業大学総合経営学部准教授）
大阪画壇の系譜のなかで／自らの道を選んだ堤楢次郎さん

●「拡大する大阪市街域と水辺の風景の変貌」　
加藤 政洋さん（立命館大学文学部准教授）
都市の無意識を映し出す水辺の風景／描かれたのは広がりの一番端
の部分
◆主要掲載図版　堤楢次郎さんが戦後に描いた、大阪の水辺の風景（淀川風景・

西九條・淀川風景・中央市場荷揚場・淀川風景・田蓑橋・毛
馬閘門・天保山桟橋 るり丸出帆）

■未来に向け描かれた絵 （会場の声とともに）
大阪のまちの拡大と私たちのくらし／未来への遺産をどう生かしていく
のか

（2015年3月、高津宮・末広の間）

とっておきのコレクション・トーク
憧れの百貨店・商店街と大阪の都市居住文化　

上町台地 
今昔
フォーラム
vol. 3

（2014年3月、高津宮・参集殿）

都市の広がりのなかに
消えたもの・残されたものは ? 未来は ?　　

上町台地 
今昔
フォーラム
vol. 1

（2014年9月　NEXT21を出発）

台地の遠足 浪花の町衆が愛した「自然」
～身近な名所・名産・遊山・風景～   

上町台地 
今昔
フォーラム
vol. 2 （2015年9月、NEXT21・2階ホール）

文画人・堤楢次郎が描いた“大大阪”のフロンティア
とは〜絵画を手掛かりに未来への記憶を呼び覚ます

上町台地 
今昔
フォーラム
vol. 4

案内人　島本多敬さん（京都府立大学大学院文学研究科史学専攻・博士前期課程）  

注）各号に掲載している情報は発行当時のものです。



■コレクション・トーク〈講演ダイジェスト〉
「“しゅみじん”のまち・大阪レビュー」
郷土玩具から広がる、「趣味人」ネットワークと近代・大阪の想像力　
橋爪節也さん（大阪大学総合学術博物館教授（前館長）／大学院文学研究科兼任） 
なぜ「趣味人」「趣味家」に惹かれるか／鍵になる「あほかいな」の精神
／「大大阪」の誕生の一方で高まりを見せる郷土研究熱／大阪の趣味
人・趣味家群像◎人魚洞－川崎巨泉◎吾八－山内神斧◎柳屋－三
好米吉◎森田乙三洞／趣味人が集った「宝船交換会／大阪文化の
根底に生きる「趣味人」の精神
◆主要掲載図版　大阪の趣味人たちの集まり「娯美会」の「奉祝変装余興」で
の写真　岸本彩星童人「子寿里庫叢書」の第壱編『天王寺の蛸々眼鏡』（昭和
12・1937年）／「子寿里庫叢書」第三編『ニウギニア其附近島嶼の土俗品』（昭
和14・1939年）／乙三洞の裸婦群像の版画／山内心斧の木版画集『寿々 - 
Joujou -』（大正７・1918年）の台南の人形／三好米吉の長男・淳雄さんがモデ
ル「柳屋第二世淳雄宝船」（中田一男画、昭和9・1934年）／サーカス宝船「七
偏人彩華洲宝船」乙三洞（昭和7・1932年）／乙三洞の太陽と骸骨の版画（大
正時代） 
○大阪の名玩「生玉人形」の始まりは？　

■質疑 & 持ち寄りトーク
橋爪節也さん
会場から（小谷真功さん・山内英正さん・佐藤 隆さん・長山公一さん）
◎山内英正さん（兵庫歴史教育者協議会会長）より

三宅吉之助関連の資料をご紹介いただきました

■基調講演
「“大阪のお地蔵さん”の歴史・民俗を紐解く」　
田野 登さん（大阪民俗学研究会代表、『大阪春秋』編集委員） 　
大阪の地蔵盆の特徴は？

• 地蔵の前で踊る大阪の地蔵盆 • 折口信夫いわく、大阪は野性を帯びた都
会生活 • 踊りは大阪人の DNAにあるもの

地蔵信仰の世界の広がり
• 子どもを救うお地蔵さん• 悪しきものをさえぎる地蔵 • 地蔵和讃に表象され
るイメージ

大阪の地蔵信仰の歴史
• 民俗 • 近世大坂の地蔵祭り• 盆踊りと地蔵盆の関係 •「地蔵巡り」のはじ
まり• 近世大坂の名地蔵 • 近世大坂の名地蔵 • 近世の地蔵への祈願

地蔵受難時代のはじまり
昭和末期の地蔵と地域コミュニティ

• 西区で実施した地蔵の実地調査 · 祭祀組織の中心は昔の「となり組」• 昭和
末期の地蔵への祈願内容 • 地蔵盆の踊りは晴れ舞台 • 祭祀の由来・霊験譚

地蔵尊をめぐる人々の共生／少子高齢社会の地蔵祭祀／2017年8月
24日「地蔵盆」／最後に私からの問いかけ
◆主要掲載図版　『難波鑑』（1680年、1860年）／『摂津名所図会』（1796〜98年）

／後藤捷一「上方地蔵巡礼」

■「空堀界隈のお地蔵さんの近況と路地コミュニティ＋
地蔵盆ナイトツアー」　
渡辺尚見さん（からほり倶楽部 理事） 　

「からほり倶楽部」って何？／空堀の路地とお地蔵さん／空堀界隈の
地蔵盆 •７カ所を巡ると大きなご利益が • 数珠回しやお菓子の配布 • 地蔵盆
には共同作業が不可欠／地蔵盆を伝えるナイトツアー • ナイトツアーのはじ
まり／地蔵と路地の文化を伝えたい

（2017年2月、NEXT21・2階ホール）　　

“しゅみじん”のまち・大阪レビュー 郷土玩具から広がる、
「趣味人」ネットワークと近代・大阪の創造力　

上町台地 
今昔
フォーラム
vol. 7

（2016年2月、NEXT21・2階ホール）　

タイムスクープ！身近なまちの映画館の消息を追って   
—遺された資料でよみがえる戦前・戦後の地域の生活史

上町台地 
今昔
フォーラム
vol. 5

（2017年9月、NEXT21・2階ホール）　

“大阪のお地蔵さん”に学ぶ、まちと暮らしの今昔
物語～人々の願いとともに移り変わり生き続けるお地蔵さん
の習俗と生活文化から～

上町台地 
今昔
フォーラム
vol. 8

■導入レクチャー
「大阪・上町台地と鶴橋・猪飼野の風土」　
鈴木伸廣さん（玉造稲荷神社 禰宜） 　
地名の持つ歴史性とその重要さ／地域に帰ってきた玉造黒門越瓜／
試行錯誤ばかりの普及・保存活動／玉造黒門越瓜はなぜ諸国名産と
なったのか？
◆主要掲載図版　改正摂津大坂図（1835年）／庖丁里山海見立角力（1840年）

／大坂産物（1797年）　
■クロス・トーク〈ダイジェスト〉
「玉造黒門越瓜を入り口に、食と農と暮らしの風景を再考する」　

●「玉造黒門越瓜物語−どこからきてどう定着してきたのか 」　
森下 正博さん（なにわ伝統野菜応援団員、農学博士）
越瓜とはどういう瓜なのか？／では、なぜ「白瓜」でなく「越瓜」なのか？
／いつから瓜の栽培があるのか／瓜の分類、品種の特長と料理／越瓜
はどう料理して食べ、保存したのか？／越瓜の生産状況とその変化

●「玉造黒門越瓜によるアルコール性肝疾患の予防効果」　
小島 明子さん（大阪市立大学大学院生活科学研究科准教授）
玉造黒門越瓜にはどんな効果があるのか？／アルコール性肝疾患予防
に顕著な効果／アルコールの代謝を活性化させる玉造黒門越瓜／動物
実験による検討でも同様の結果

●「江戸時代・大坂の野菜の生産と流通の展開と玉造黒門越瓜」 
八木　滋さん（大阪歴史博物館 学芸員）
近世・大坂の人口30〜40万人その胃袋を満たすために／玉造にあった

■導入レクチャー
「大阪のまちの変容と映画館の関係を紐解く」　
笹川 慶子さん（関西大学文学部教授） 　
大阪の映画文化の誕生と変化／都市の変容と映画文化の密接な関
係／経済発展とともに醸成される映画文化／需要の多様化に応えた
映画文化の新たな展開／未来につなぐ「映画の都」大阪の姿
◆主要掲載図版　1912、1926年の大阪市内の映画館の分布図／「楽天地」（当時

の絵はがきより）　
スライドショー

娯楽文化が花開いた玉造 〜玉造稲荷神社所蔵資料より
劇的変貌を遂げた鶴橋界隈 〜井上平八郎さん所蔵資料より
まちに漂うモダンの香り 〜坂本健一さんが描くイラストの世界

■コメント＆フロアトーク
「よみがえる身近なまちの映画館の姿と生活史」　

●「まちと映画がごく身近にあった時代を生きてきて」　
坂本健一さん（古書店「青空書房」店主）
映画とともにあった私の人生／映画館が生活の側にあった時代／復
興を支えた日本の映画

●「モダンシティーに映画と音楽が溢れていた時代」　
古川武志さん（大阪市史料調査会調査員）
映画興行の発祥の地は大阪の難波／無声映画の時代とジンタの響
き／大阪のまちなかのモダニズム

●「まちの記憶と建築資料の間から見えてくるもの」　
橋寺知子さん（関西大学環境都市工学部准教授）
建築に関する資料の意味と楽しみ方／「中村儀右衛門資料」からわ
かること
◆主要掲載図版　「四ツ橋倶楽部」の平面図と断面図

「小櫻館」増設修繕図　
◎ご来場の皆様からコメント　

◇映画とともにあった生活や幼き日の思い出
武部好伸さん（エッセイスト『ぜんぶ大阪の映画やねん』著者）
◇「城東館」関係の資料をご提供いただいた水野千鶴子さんから
ごあいさつ（玉造で映画館「城東劇場」を運営）

◇坂本健一さんから、もう一言
◎交流会では活動写真のジンタの再現演奏も  〈交流会〉

飛び込んだ世界には、活動写真の楽士たちが！
林幸治郎さん（ちんどん芸能集団「ちんどん通信社」代表（社名は「東西屋」）

（2016年8月、NEXT21・2階ホール）　

なにわ名物「玉造黒門越瓜」の
　　　　　     誕生・盛衰・復活のドラマに学ぶ

上町台地 
今昔
フォーラム
vol. 6

吉右衛門肝煎地／江戸時代・大坂の青物生産と流通のかたち／大坂
での酒造りと玉造黒門越瓜の糟漬け

■ご来場の皆さまと
鈴木伸廣さん・森下正博さん・小島明子さん・八木  滋さん
会場から(吉田薫さん・難波りんごさん）
　◎フォーラム後の交流会では、玉造黒門越瓜の料理を食し、その

味わいの奥深さを実体験！ NEXT21の交流室

注）各号に掲載している情報は発行当時のものです。



■わがまちのお地蔵さんトーク 　
田野登さん・渡辺尚見さん
会場から
（神田晃治さん・髙口真吾さん・森下 真さん・旗手節人さん・前田昌弘さん)

■基調講演〈ダイジェスト〉
「上町台地から本をめぐる時空の旅へ」　
肥田晧三さん（元関西大学文学部教授） 　
大阪で最も歴史の深い土地／古くから人が行き交う土地柄／露伴、紅
葉が訪れた西鶴の墓／二人の来訪に驚いた大阪の青年記者／露伴、
紅葉を導いたのは馬琴／馬琴を紹介した大田蜀山人／鉄幹の手紙と
晶子の返歌／連綿と続く大阪の出版の系譜
◆主要掲載図版　曲亭馬琴の京大阪旅行記『羇旅漫録』 （明治20・1887年2月刊）

／「高津翫菊庵」 長谷川貞信（『上方』第70号 昭和11・1936年10
月／金尾文淵堂刊『大阪名勝図絵』巻之壱（明治36・1903年1月）

肥田先生の上町台地とびきりのもう一言❶
◎大阪の名玩、生玉人形　

■トークセッション〈ダイジェスト〉
「ことばと本を愛する人たちの迷宮都市・大阪と上町台地再び」P5

●「本のまち・大阪」はラビリンスだったのか」　
橋爪節也さん（大阪大学総合学術博物館教授／大学院文学研究科教授兼任）
イメージの大阪を疑ってみる／アニマル柄、多いのは東京？／江戸時
代の大坂も「本のまち」／明治以降も続く「本のまち」

●「路地の暮らしとふれあいと、創作童話のお話」　
藤田富美恵さん（童話作家）
嫁いだ先は、路地のまち／最初の本は路地での会話から／路地の良
さを作品で伝えたい／昔の風習をお話に書き残す／空堀商店街に
あった澤井亭／「からほり亭」で席主になる

●「身体を通じて、ことばとのつながりを考える」　
塙 狼星さん（空堀ことば塾主宰）
地域に根差した教育のかたち／多様性のなかにある力強さを／日本
の基層にある文化を大切に／森のような場所をつくりたい／身体とこ
とばはつながっている

肥田先生の上町台地とびきりのもう一言❷
◎学生時代の直木三十五　

肥田先生の上町台地とびきりのもう一言❸
◎松屋町あたりの出版社　

■会場のみなさまと“ことば”の交換

【short interview】  「暁鐘成」 ってどんな人？
■広く豊かな教養をもとに、幕末大坂で縦横無尽の活躍　

肥田晧三さん（元関西大学文学部教授） 　
■現代人にこそ理解されるべきマルチな才能　

橋爪節也さん（大阪大学総合学術博物館教授・文学研究科教授 兼任） 　
■時代を先取りしユーモア溢れる自由人　

北川 央さん（大阪城天守閣 館長）　
■生きていく知恵を持った才人しかも色気もある　

明尾 圭造さん（大阪商業大学公共学部 准教授・商業史博物館 主席学芸員） 　
■煮詰めていけば 「大阪」の結晶が抽出できる?　

古川武志さん（大阪市史料調査会 調査員） 　
■グラフィカルな地図が求められた時代の寵児　

島本多敬さん（立命館大学文学部 特任助教） 　
■名所図会の作者に見る、創作と考証の点と線　

田野 登さん（大阪民俗学研究会代表、「大阪春秋」編集委員）
◆主要掲載図版　『澱川両岸勝景図会』（文政7・1824年）／『浪華の賑ひ』（安政2・

1855年）／暁鐘成画の「浪華名所独案内」
若き暁鐘成の洒落っ気が全開した奇書『無飽三財図会
◎徹底したパロディを支えるのは驚くべき知の厚さ

◆主要掲載図版　『無飽三財図会』（弘化3・1846年刊）
●暁鐘成　著作等略年譜

暁鐘成のしおり

″  知″の舟を漕いで 上町台地発、本″をめぐる時空の
旅へ ～ことばと本を愛する人たちの迷宮都市再び～

（2018年3月、NEXT21・2階ホール）　

上町台地 
今昔
フォーラム
vol. 9

″
亭主　羽雀攝津爺 （橋爪節也）　
客　   美食道探究（栫山一希）・路地廼家なでしこ（ワタナベナオミ）・

鶴亀家満月（古川武志）・上方再起堂（池永寛明）
蘆尾蟲邨（明尾圭造）　メッセージ
◆主要掲載図版　暁鐘成編『鐺日奇観』（弘化五年刊）　　

■第1部　リレートーク
「まずは暁鐘成の話から」　
羽雀攝津爺（橋爪節也╱大阪大学総合学術博物館教授・大学院文学研究科兼任） 　
暁鐘成とはどういう人物か／驚嘆すべきアイデアマン鐘成
◆主要掲載図版　橋爪節也さんコレクションほか　

「鐘成を煮詰めていけば大阪的な結晶になる！」　
鶴亀家満月（古川武志╱なにわうまいもん探検隊長・大阪市史料調査会調査員） 　
趣味人が培ってきた大阪の文化／道楽は必要を一歩出た現れ／暁
鐘成の総合的研究が必要

「江戸時代の「大坂料理」のことと料理のこれから」　
美食道探究（栫山一希╱日本料理「かこみ」店主） 　

「大坂料理」を探究し、現代に生かしたい／200年前の接待料理を再
現／毎月の季節の料理づくり、上方生活文化堂の試み

「空堀界隈の「食」の取り組み 
     〜からほり倶楽部、からほりごはんの活動」　
路地廼家なでしこ（ワタナベナオミ╱からほり倶楽部理事・からほりごはんのなかのひと） 　

「千鳥足まちあるき」のツアー／「からほりお茶碗ツアーズ」／買い物体
験の「からほりごはん」

「大阪は混じりあう都市、学ぶ風土が大阪の強み」　
上方再起堂（池永寛明╱大阪ガス エネルギー・文化研究所所長） 　
大阪って素敵？大阪ってあかん？／漢・唐の文化が今も生きている近畿
／海外が大阪を評価する！？でも大阪の人は？／都市の再起動に必要
な「翻訳」の能力と「学ぶ風土」

■第2部　クロストーク
●オダギリサトシさんメッセージ （ツーリズムプロデューサー）
鐘成が今いたら､どう感じる？／アイデアを実現するまちの力とスピード
／大阪は歴史があると同時に近代的な先端都市／みんなで楽しみ盛
り上げていくのが大阪的
羽雀攝津爺・美食道探究・路地廼家なでしこ・鶴亀家満月・上方再起堂
／会場から

（2018年9月、NEXT21・2階ホール）

復活！現代版「汁講」＝「知る講」
上町台地 
今昔
フォーラム
vol.10

■出演者が語る、バックグラウンドとフォーラムへの想い　
●過去から現在の「大阪」を感じながら議論したい
池永寛明さん （大阪ガス エネルギー・文化研究所 所長 ※現顧問） 　

●古代から近世大坂、ものづくりの系譜を探る
佐藤 隆さん （大阪市教育委員会文化財保護課主任学芸員） 　

●都市を歩き、地域の記憶を掘り起こす試みを
加藤政洋さん （立命館大学文学部 教授） 　

●ものづくりと路地、そして、みんなで生きる知恵
藤田富美恵さん （童話作家） 　

■クロスオーバー・トーク（前場）
「大阪は何度も 復活してきた都市」　
池永寛明さん

大阪の持つ「必然性」とは／大阪にある復活のメカニズム／大阪は本
当にあかんのか？／中国の深圳は日本に学んだ
◆主要掲載図版　「菱垣新綿番船川口出帆之図」（含粋亭芳豊図）　

「谷に残る、ものづくりの痕跡」　
佐藤　隆さん

台地の谷はタイムカプセル／谷に残る、ものづくりの痕跡／豊臣期〜
江戸時代の陶器生産　

（2019年2月、NEXT21・2階ホール）　

時空を超えるスコープで目覚める
“上町台地バレー”からまちづくりの魁・ものづくり
都の実相に迫る

上町台地 
今昔
フォーラム
vol.11

注）各号に掲載している情報は発行当時のものです。



「想像力／創造力をはぐくむ社会・空間的な集積が重要」　
加藤政洋さん

都市とは出会いの空間／都市の原初形態と水／はじめに都市ありき
「路地の暮らしとともにあったものづくり」　
藤田富美恵さん

長屋の路地で教わったこと／江戸〜明治期の家業は晒蠟／路地はあ
りがたい空間

■クロスオーバー・トーク（後場）
記憶をつなぐことの重要性／混じることから生まれるもの／都市は本来
は生産の場／失うことにも目を凝らしたい／産業の集積には背景があ
る／コモンズの重要性を見直す
加藤政洋さん・藤田富美恵さん・佐藤　隆さん・池永寛明さん／会場から

■第１幕 レビュー・ムービー ＆ スライドショー
「1900年～ 1948 年 タイムトラベル」　
構成：大阪ガスCEL/U-CoRoプロジェクト・ワーキング 　
1900  第五回パリ万国博覧会／1903 第五回内国勧業博覧会／1925 
大大阪記念博覧会／1948 復興大博覧会
◆主要掲載図版　第五回パリ万博会場／第五回内国勧業博覧会の会場正門／大

林高塔から見た第五回内国勧業博覧会会場／復興大博覧会の
会場正門　

■第2幕 レビュー・トーク
「大大阪」へのグランドデザインと、
都市戦略としての博覧会の過去を読み解く」　
古川 武志さん（大阪市史料調査会 調査員） 　
第四回の内国博誘致で京都に敗れた大阪と堺／近代以前、都市の基
盤は住人／第五回内国博が示したのは近未来の都市の姿／新しい
時代の都市観光のかたちも提示／どのような都市をつくるのか都市の
課題解決に向けて／戦災復興の博覧会と21世紀を展望した70年大
阪万博

■第3幕 レビュー・トーク
「2025年大阪・関西万博とその後の百年に向けて、
都市と博覧会を再定義する」　
池永寛明さん（ナレッジキャピタル 大阪・関西万博会議～ワイガヤサロン　　　　

～座長、  大阪ガス エネルギー・文化研究所 顧問） 　
まず、万国博って、なんだろう？／４期に分かれる万国博の歴史／万国
博覧会のコンセプトも時代にそって変遷

●「あなたにとって、都市と博覧会とは？」　
万国博を近未来の都市のあり方を考える場に／あなたにとっての万
博とは？／「大阪・関西」であることの意味を考えたい／2025年の万
国博覧会は、「史上 No.1の万博」にしたい／導き出したのは「2025 
ふところ万博 寛容な社会の実現」／キーワードは「他者交流」「共体
験」「挑戦」／次の世代に何を伝えていくのか／2030年の社会に思
いを馳せながら2025を考える

山蔦栄太郎さん・古川武志さん・池永寛明さん
会場から（吉岡 武さん・中越慈子さん・斉藤貞三郎さん・稗方直己さん・

保田充彦さん・二神 敦さん・村井秀行さん）

（2019年9月、NEXT21・2階ホール）

映像＆トーク 1900年パリ万博から、大阪・関西万博後の百年へ
上町台地を視点場に、都市と博覧会の世紀を
レビューする

上町台地 
今昔
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■Scene 1 プロローグ
「エピソード年表でたどる、
災禍と祝祭を生きた新星たちの点と線」　
構成：大阪ガスCEL/U-CoRoプロジェクト・ワーキング 　
時代を生きた若き群像／転機は第五回内国博／金尾文淵堂、東京へ
／新星誕生の背景、近代化の光と影／戦後に続くその軌跡
◆主要掲載図版　1902年1月2日、関西文学同好会新年会の集合写真／1903年

の第五回内国勧業博覧会会場の夜景　

（2020年10月、うえほんまち錢屋ホール・オンライン）　

大阪の原点・上町台地から、ポストコロナの真の  レガシー″に迫る  

災禍と祝祭を生きたモダン大阪の新星たちは、
今、何を語ってくれるだろうか

上町台地 
今昔
フォーラム
vol.13&14

″

■Scene 2 プロローグ　その1
「“エコール・ド・大阪”ともいうべき時代精神とアーティストが
果たした役割」　
橋爪節也さん（大阪大学総合学術博物館教授／大学院文学研究科教授兼任） 

“エコール・ド・オオサカ”の時代／
《KEY ワード》企業家のフィランソロフィー／大大阪（だいおおさか）／

イメージの大大阪／シンボル誕生／關市長の名言／大
大阪は文化都市を目指す／奮起する画家たち／二つの
ベクトル大大阪 VS 浪花／赤と黒との印象／大大阪
君の似顔絵／街中のアート／がめつい ヒョウ柄／三都　
素数の都市／こんども負け戦だったな

■Scene 3 プロローグ　その2  会場とオンサイト（現場）を結んで
「災禍と祝祭を生きた新星たちとの出会いから、ポストコロナ
の真の“レガシー”とは何なのかに迫る」　
●「コロナ禍の本質を考える」　

池永 寛明さん（大阪ガス エネルギー・文化研究所 顧問、ナレッジ
キャピタル大阪・関西万博会議～ワイガヤサロン～座長）

コロナ禍で何が変わったのか／変わる、「社会的価値観」／「鳥の目」
と「魚の目」でコロナ禍後を見ていきたい

イマジン・トーク
「イマジン」を発揮し、コロナ禍の「真」のレガシーを考える」　

●「現代の大阪はどう見えるのか？」　
池田 真優さん（現代アーティスト）
水と共生し、文化を培った地／ダイナミックな空間と色

❶ Video message
「表現することの手前で大切な「ひとりの民主主義」　
上田假奈代氏（詩人、NPO 法人ココルーム代表）

「ココルーム」という場づくりから／釜ヶ崎芸術大学と井戸掘り講座／
コロナ禍の「ひとりの民主主義」

❷ Video message
井戸掘りを通して、見えないつながりを実感  
小谷真功さん（高津宮宮司）
かつてあった井戸を甦らせる／作業を通じて広がる交流の輪／目には
見えないご縁をつないで

❸ Zoom online
人が人を呼んでくる関係の場づくりを大切に　
吉岡　徹さん（NPO 法人 出発のなかまの会、松野農園）
農園の野菜を通した交流も／多文化交流の実践の場を提供／まず
顔が見える関係づくりから

❹ Video message ＋会場
“助ける喜び”“助けられる喜び”が出会うまち　
岸村　修さん（ももに広場管理運営会会長）
地域の心と力をつなぐ「ももに広場」／“ふつうに暮らす幸せ”を見
つめあう／喜びも悲しみも分かちあうまちへ

❺ Video message ＋ online　
変化の激しい地域で、公園を核にまちと人の想いをつなぐ　
吉見孝信さん（北大江地区まちづくり実行委員会委員長）
三木啓正さん（都市空間企画研究所代表）
歴史的な要素が色濃い地域／人の動きが大きな地域のまちづくり／
公園づくりはこれからも続く

❻ Zoom online
子育て世代の交流から、まちづくりの担い手へ　
宮野順子さん（中大江学童保育保護者会会長、武庫川女子大学准教授）

「都住創」への入居と地域のネットワーク／「まちと育つ」、学童保育の
チャレンジ／まちに住まう文化を次の世代にもどのような未来を築い
ていきたいか？

池田 真優さん
日本が「再起動」するため／未来の世界を命輝ける社会とするには／大
阪は挑戦者のまち！／心を重視する世界への変化を
風土が変われば、感性が磨かれ、文化が生まれる

注）各号に掲載している情報は発行当時のものです。



■ダイアローグナイト・プロローグ
「大阪・上町台地と先駆的な社会事業の流れを振り返る」　
構成：大阪ガスCEL/U-CoRoプロジェクト・ワーキング 　
上町台地と大阪の社会事業の流れ／日本の社会事業のルーツ、四天
王寺の「悲田院」／都市化と社会問題の発生／伝染病対策で設けら
れた桃山病院／愛染橋を拠点に石井十次が活動／社会事業の大転
換につながる「米騒動」、そしてスペイン風邪／大阪ではじまった方面
委員制度／大原社会問題研究所の開設／大阪の社会事業のシンボ
ル、北市民館／戦災跡に「夕陽丘母子の街」構想／大阪発祥の社会
事業の多さと女性の活躍

■ダイアローグナイト
「この地で次世代を育む、キーパーソンが対話を通して共に築く
　   ——未来へのブリッジと上町台地の力」
Silent Voice × クロスベイス × 空堀ことば塾 × 天使のミール go-on　

進行役 弘本由香里（大阪ガスＣＥＬ 特任研究員）
＜バックグラウンド＞
●「聞こえない子が自分らしく生きることができる社会に向けて」　

尾中友哉さん（NPO 法人 Silent Voice  代表理事）
上町台地に感じる強い縁／聞こえない両親のもとで育つ／コミュニケー
ションの本質とは／誰もが自分らしくいられる社会

●「多文化の子が共生できる地域の未来を求めて」　
宋　悟さん（NPO 法人クロスベイス  代表理事）
在日３世としての人生の転機／地域のことを主体に考える／貧困の連鎖
を越えていくために／地域の核づくりを共に考える

●「ことばと身体から広がる健全な自我意識」　
塙  狼星さん（空堀ことば塾 主宰）
上町台地が出発点の空堀ことば塾／大阪に連綿と続く私塾の伝統／手
と足は世界とつながっている／ことばと身体の芸術を体験
コメント紹介
●「未来につながる、心と身体に優しい店づくり」　

藤井 恵さん（天使のシフォン go-on オーナー）
親と子どもが共に楽しめるお店に／店名の go-on は継続する思いから／
こども食堂とイベント企画

■ダイアローグナイト　フリートーク　
アイデンティティとは何か／若い頃に「自我感覚」を育てる／コンプレッ
クスを超えていくことから／日本社会は沈んでいくのか？／能力主義を
越えて、多様な尺度で／「そこにいる」という他者理解／上町台地から
未来へのブリッジを

■＜ダイアローグナイト・プロローグ＞
「大阪の原点・上町台地から、相撲と大阪のまちの関わりを眺望」
構成：大阪ガスCEL/U-CoRoプロジェクト・ワーキング 　
地域の営みと相撲の風景／角力人形がつなぐもの／蓄積されてきた相
撲文化／寺町とタニマチの伝統／大阪の戦後復興と相撲／地域に根
を張る相撲文化／地域社会と相撲の深いつながり
◆主要掲載図版　難波新地の勧進相撲／川崎巨泉が描いた角力人形　

■ダイアローグナイト
「都市・町・村の営みとともにあった “相撲”の風景は、何を物
語っているのか －これからの地域・社会を形づくる鍵を探る」
＜キーノートスピーチ＞
●「大阪のまちの形成と“相撲”の縁を紐解く」　

飯田直樹さん（大阪歴史博物館 学芸員）
これからの地域社会を描くための三つのキーワード／長い歴史をもつ大
阪相撲／堀江での大相撲興行と相撲集団の成立‥• 堀江の開発と相
撲 • 公権力の関与と新地の発展 • 堀江での相撲の様⼦／江戸時代の
共同体としての町 • 町による家屋敷取得規制の実例／相撲集団と仲仕
の関係性とは• 蔵屋敷で働く仲仕（なかし）／相撲興行の勧進と‥／
共同体の再建は相互扶助機能の再生から• 表 道修町三丁目文書
◆主要掲載図版　大阪大相撲之図　1892年　

＜トピックトーク＞
●「村相撲にみえる擬制血縁とその崩壊」　

別所秀高さん（鴻池新田会所 学芸員）
きっかけは展覧会ための調査 • 枚岡神社での村相撲の風景／村相撲
の頭取の襲名披露興行 • 中河内地域の相撲部屋の分布／隆盛だった
村相撲と相撲団体／相撲の組織と村の共同体／都市化の進展と共同
体の衰退
◆主要掲載図版　河内名所図会　

●「社会に根差す方法論としての“相撲”文化の本質」　
池永寛明さん（大阪ガス エネルギー・文化研究所 顧問）
モノ･コトの「本質」とは何か／土俵の〇は日本社会の“本質”／「大阪」っ
て何だろう？／大阪はどのような都市なのか／大阪の「本質」とはを再考
する／日本的なるものを生みだしてきた大阪／‥

●「地域のサブシステムとしてのスポーツクラブと相撲」　
高松平藏さん（ドイツ在住ジャーナリスト）
ドイツのスポーツクラブとは／そのメンバーの属性はバラバラ／地域に
とって重要な意味もある／スポーツクラブへの貢献者を顕彰／スポーツ
クラブは社会の課題を共有する場／血縁・地縁コミュニティのサブシス
テム／都市化と都市社会化の間で、サブシステムとしても機能

■ダイアローグナイト　トークセッション
進行役 弘本由香里（大阪ガスＣＥＬ 特任研究員）

「衰退」と「再建」をつなぐのは、「本質」か／大きく異なるドイツと日本の
人間の関係性／共有財産の形成と維持のモチベーションは何か／コ
ロナ禍でのリアルとバーチャルの融合／一見矛盾しているものをつな
ぎ直していく／コミュニティ再生の鍵はどこにあるのか／コロナ禍を越え
ていくために／一人ひとりが改めて自分の生活を見直していく／「心の
時代」につなげるために／スポーツを地域のものにするためには

（2021年3月、NEXT21、交流室 オンライン LIVE配信）　

この地で次世代を育む、キーパーソンが対話を
通して共に築く―― 未来へのブリッジと上町台地の力
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（2021年10月、NEXT21・交流室 オンライン LIVE配信）　

東西東西！上町台地から“相撲”と大阪のまちの深い縁を眺め
れば、これからの地域・社会を描く鍵が浮かび上がってくる!?
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■メモリアルトーク 第1部
「上町台地 今昔タイムズ」＆フォーラムから
肥田先生を偲ぶ〜先生が愛した資料とお話　
構成：大阪ガスCEL/U-CoRoプロジェクト・ワーキング 　
肥田先生と上町台地 今昔タイムズ／肥田先生が愛した生玉人形／
露伴・紅葉と上町台地の西鶴墓／もっと評価されるべき暁鐘成／肥
田青年を支えた「上方」／気鋭の出版社、金尾文淵堂／晶子と鉄幹
の相聞の舞台／西行の名吟は大阪人にとっての喜び
◆主要掲載図版　暁鐘成『澱川両岸勝景図会』の「難波橋納涼」の図／『大阪名勝

図絵』の巻之壱　
■メモリアルトーク 第2部
「肥田先生の語りを振り返り、
       なにわ文化の“粋”に触れる・語り継ぐ」　
司会 弘本由香里（大阪ガスＣＥＬ 特任研究員）
● 橋爪節也さん（大阪大学総合学術博物館教授・文学研究科教授兼任）

大阪のまんなか、島之内・道仁小学校の大先輩／鍛冶屋町45番地
の文化的密度／文人の研究を介して先生に出会う
／心斎橋愛の発露「モダニズム心斎橋」／肥田家の文化的な気風と
高津宮

● 明尾圭造さん（大阪商業大学公共学部教授・商業史博物館主席学芸員兼任）
出会いは小・中学生時代、中之島図書館で／関西大学で先生の講
義を受ける／「阪神間モダニズム」展を支えた知／どこまでもスマート
な立ち居振る舞い

● 滝北　岳さん（読売新聞大阪本社編集委員）
すごいお方、高津高校の縁で取材を申し込む／連載から、『再見 なに
わ文化』出版

同人誌「新菜箸本撰」と肥田先生／奇特なこと“趣味性と学術性”／
先生の着物姿に貫かれた実践／記憶に裏打ちされた世界の深さ／無
花果（一軸）会と肥田先生／最後の原稿に記された資料／肥田先生
ご自身の語りと原体験／肥田先生の大阪・島之内言葉／愛された高
津の縁と同窓会／碁盤目の迷宮、島之内が育てたもの／町人学者の
系譜を受け継ぐ存在／「上方」を血肉とした大阪愛／先生の業績にど
う応えていくか

（2022年3月、NEXT21・2階ホール 録画配信）　

メモリアルトーク“相聞（あひぎこえ）”の台地から
                                       肥田晧三先生を偲ぶ
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注）各号に掲載している情報は発行当時のものです。



■2022年 秋の上町台地 トークライブ・プロローグ
「上町台地 今昔タイムズ」 vol.18 から物語の系譜を俯瞰する」　
構成：大阪ガスCEL/U-CoRoプロジェクト・ワーキング 　
四天王寺と現代に続く物語群の系譜を探る／「一遍聖絵」に描かれた
中世の四天王寺／「説経節」‐遊芸人が運んだ救いの物語／説経節

「さんせう太夫」の系譜から／「しんとく丸」の系譜から／「かるかや」の
系譜と石童丸／「小栗判官」の系譜から
◆主要掲載図版　江戸時代の説経正本／「小栗判官絵巻」第13巻 第24段 天王寺、

宮内庁三の丸尚蔵館所蔵　
■2022年 秋の上町台地 トークライブ

「四天王寺門前から今に続く、説経節・絵巻等の背景を読み解く 
成長や再起を支える物語はなぜその"場"や"道行"を必要としたのか？」　
＜スペシャルトーク＞
●「四天王寺という”場”
　―説経節や絵巻にみる救済・復活・再生の物語とその背景―」　

一本崇之さん（大和文華館 学芸部係長／四天王寺 特別調査員）
四天王寺の起源と３つのエリア／小栗判官が通った道／厨子王が復活
した四天王寺／説経節「しんとく丸」と高安長者伝説／『四天王寺縁起』
の出現／四天王寺の焼亡と縁起の活用／浄土信仰の聖地となった四
天王寺／修行の場として西門エリアを整備／西方に沈む夕陽を拝む「日
想観」／現世では復活できない弱法師／四天王寺の２つの念仏堂／
浄土信仰の聖地化と四箇院／救いの場としての四天王寺
◆主要掲載図版　国宝「四天王寺縁起」　

■ダイアローグ　
「時代を越えて都市に求められるもの
  ～弱者を包摂し逆転を象徴する物語・場・道行の文化から考える～」　
重要な地域の人たちとの相互の関係性／小栗判官が四天王寺を通っ
た理由／中世の四天王寺と周辺の地域の賑わい／文化を生み出す源
泉と信仰と土地の力／未来の社会に続く聖徳太子の教え／多様な人
たちのコミュニティの場でもあった

（2022年11月、NEXT21・2階ホール オンライン LIVE配信）　

四天王寺門前から今に続く、説経節・絵巻等の
背景を読み解く  成長や再起を支える物語はなぜ
                                         その”場”や”道行”を必要としたのか？
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■「上町台地 今昔タイムズ」20号（最終号） 記念トークライブ
「上町台地今昔フォーラムvol.20の開催にあたって」　
企画担当　弘本由香里（大阪ガスネットワーク エネルギー・文化研究所 特任研究員） 　

「市井の歴史実践・郷土研究の粋、
 南木芳太郎と『上方』のスピリッツを次代へ」　
コーディネーター　谷  直樹さん（大阪市史料調査会 調査員）
南木芳太郎と『上方』の時代
◆主要掲載図版　「大阪市パノラマ地図」　

■第１部  プレゼンテーション1
「南木コレクションと私」　
北川  央さん（九度山・真田ミュージアム名誉館長、大阪城天守閣前館長） 　
南木コレクションとの関わりのはじまり／大阪城天守閣が購入／戦災
で失われた「南木文庫」／南木コレクションシリーズ／南木コレクショ
ンとの出会い／転機となった「引札」展／写真展を開催し好評を博す
／南木コレクションと私の思い出の展覧会／大震災の直後に「災害史」
の展覧会

■第１部  プレゼンテーション2
「『郷土研究 上方』の表紙」　
橋爪節也さん（大阪大学名誉教授） 　
「大大阪」誕生と郷土研究誌／大大阪の時代をどう見るか／『上方』
の重要要素 「趣味性」／趣味性で問題となる『上方』の表紙／『上方』
表紙の分類から／浮世絵風景のエッセンスの展開／新しい風景、新
しい景観とは

■テーマにゆかりの方々からのコメント
●「曾祖父、南木芳太郎の人生の転機と好機」　

南木ドナルドヨシロウさん（南木芳太郎氏曽孫） 
●「『南木芳太郎日記』の翻刻」　

古川武志さん（元大阪市史料調査会調査員） 
■『上方』の知の継承の在り様について

「上町台地 今昔タイムズ」 vol.20から　
報告　弘本由香里

『上方』アンケートの回答から／次代につながる『上方』復刻版の発行

■テーマにゆかりの方々からのコメント
●「その時代の空気を感じるために熟読」　

武部好伸さん（作家・エッセイスト） 
●「皆さんも現在の大阪を書き伝えてほしい」　

藤本英子さん（（一社）日本景観文化研究機構理事長、京都市立芸術大学名誉教授） 
■第2部  パネリストとのディスカッション
『上方』との出会いは？／南木にはモダニズムが漂う／創造性豊かな南
木芳太郎／南木さんとの出会いと私／学問と遊びは表裏のもの／今
昔タイムズの編集と『上方』

■テーマにゆかりの方々からのコメント
●「地域の変化に危機感を抱いて活動」　

竹村伍郎さん（NPOまち・すまいづくり理事長、地域情報誌「うえまち」発行） 
都市のアイデンティティを踏まえて／それぞれが自分の場所で考えるこ
と／大阪独自の遊ぶ知識人の系譜
U-CoRoプロジェクト アーカイブズのご紹介 

（2024年10月、NEXT21・2階ホール）

市井の歴史実践・郷土研究の粋、
南木芳太郎と『上方』のスピリッツを次代へ
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■2023年 上町台地トークライブ・はじめに
「没後70年、折口信夫の年譜紹介」　
構成：大阪ガスCEL/U-CoRoプロジェクト・ワーキング 　
謎の人、折口信夫の年譜を探る／生誕から大阪居住時代の折口信夫
／青春時代の屈折と文芸サロンでの出会い／中学卒業後に突然上
京、國學院大學予科に入学／大学卒業後に帰阪し今宮中学に奉職
／職を辞し、再び大阪を去る／大著『古代研究』刊行から『死者の書』
まで／折口信夫の大阪への想い／折口は、常にアンチの道を／選ぶ
人／少年時代の折口と芸能の大阪
●折口信夫年譜

■2022年 上町台地トークライブ
「独創の国文・民俗学者にして歌人、折口信夫＝釋迢空の原点がここに
折口少年は大阪と上町台地に何を見たのか」　
＜フォーカス＞
●「私の釋迢空アンソロジー、大阪詠で追う折口少年のまなざし」　

高田ほのかさん（歌人）
折口信夫（釋迢空）とは／私が短歌をはじめるきっかけになった詩歌／共
通点は、五七調の韻律／天神祭献詠短歌大賞／折口の大阪詠をたど
実感から短歌を詠む／「摂州合邦辻」の世界／逢坂をゆく子どもたち／一
心寺のイチョウと夕光／極楽浄土につながる四天王寺西門の夕陽／折口
の生誕の地と幼少期に想いを馳せて／店主の話から和歌を詠む／生きる
ことの理想と現実／短歌教室ひつじの活動から
◆折口の大阪詠を辿り、実感から短歌を詠む

合邦辻閻魔堂・合邦ヶ辻閻魔堂・一心寺・逢坂・四天王寺 西門前・四天
王寺正門前・口縄坂・鴎町公園　

■ダイアローグ　
「折口学・作品群を生んだ、大阪と上町台地のコスモロジーに迫る」
司会 弘本由香里（大阪ガスネットワーク ＣＥＬ特任研究員）　

（2023年12月、NEXT21・2階ホール オンライン LIVE配信）　

独創の国文・民俗学者にして歌人、折口信夫＝釋迢空の
原点がここに  

折口少年は大阪と上町台地に何を見たのか
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●「幻視「まれびと」 −少年折口の世界」　
田野　登さん（大阪民俗学研究会代表）
折口少年の体験から／「まれびと」という概念／折口少年の通学路
の情景／幻視「まれびと」の末裔／「まれびと」論の顛末
◆主要掲載図版　大神楽『守貞謾稿』巻4

●「折口信夫 夕陽のたまもの」　
高橋俊郎さん（童話作家）
折口信夫の通学路／折口の略歴の中に夕陽のたまものを見る／通学
路近辺を題材にした作品／『死者の書』と阿弥陀来迎

●「大阪のコスモロジーについて」　
北辻 稔さん（古代史探検家）
河内から見る二上山／霊山としての生駒山地／墓場としての生駒山地

■おわりに（パネリストからもう一言）
あまりに深い折口という人物／柳田とは異なり、折口学は都市民俗学／古
代の心を実感をもって知ろうとした折口／あらためて知る和歌の可能性

注）各号に掲載している情報は発行当時のものです。




